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①多摩ニュータウンにおける急速な高齢化
居住者の老後の生活を充実させる高齢社会工学の構築

②我が国の生産年齢人口の減少
諸外国と比較した外国人労働者の受入れ対策

③日本人と在日外国人との共生
外国人集積団地の実態と、住みやすい地域づくり

1.研究背景
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在日外国人
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2.問題意識 在日外国人の推移（総数）

出所:出入国在留管理庁「令和５年６月末現在における在留外国人数について」（2023年10月）
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2.問題意識 在日外国人が受ける入居差別

出所︓人権教育啓発推進センター『外国人住民調査報告書（訂正版）』（法務省委託調査研究事業、2017年6月）p.22



2.問題意識 国道16号線沿いの団地
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出所：『「寺島実郎の時代認識」資料集』2024年初夏
号（寺島文庫・GIN総合研究所、2024年5月）p.48



研究目的

・「外国人団地」では、日本人高齢者と在日外国人が互いの文化、宗教等の違い
を踏まえ、「共生」を目指している。（例、芝園団地、いちょう団地、大島団地）
・本研究では、様々な「外国人団地」の「共生」を目指す紆余曲折、取り組み、
今後の課題をモデルに広域多摩へのアプローチ方法を考察する。

研究方法

・文献調査とフィールドワーク、関係者へのヒアリング調査

・６月２９日芝園団地 現地調査
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3.研究目的・方法論



•芝園団地(6月29日ヒアリング)
o住所：川口市芝園町
o居住者比率：日本人約４５％ 外国人約５５％
o主な国籍：中国

• 自治会役員である大島隆さん、楊思維さんにヒアリングを行った。
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4.ヒアリング 芝園団地 （概要）
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4.ヒアリング 芝園団地



① 伝える（Communicate）: 2－3か国語での掲示
→不要な対立を軽減

② 知る（Learn）：日没後も公園で遊ぶのは「非常識」
→外国人新入居者への「芝園ガイド」配布

③ 触れる（Contact）：架け橋プロジェクト
→多文化、他世代の交流促進
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4.ヒアリング 芝園団地（取り組み）



• 中国人のピークアウト、ベトナム人の増加

• 新しく入る独居老人のつながりが無い

• 一つの団地でのコミュニティの分断

• 夏祭りは、高齢の日本人が運営を行うが、参加するのは中国人が多い
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4.ヒアリング 芝園団地（現状と課題）
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4. 芝園団地（8/18 芝園ふるさと祭り）

大島隆氏撮影
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4.江戸川インド人会



• １９９８年江戸川区、西葛西駅にて設立された
江戸川インド人会は、現在
Jagmohan Swamidas Chandraniさんが会長を務め
ている

• 芝園団地と西葛西の違いとして、芝園団地は日
本人が住んでいたところに、中国人などの外国
人が増えてきたが、西葛西はインド人が多く滞
在しているところに、日本人が増えたため混在
していることが分かる
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4.江戸川インド人会（概要）

～フロンティア精神から生まれた、
インド人のためのボランティア団体～



コスモポリタンな人を街を創っていきたい

２０００年問題を解決するために、当時インドから多くの
IT関連の技術者が来日した

チャンドラ二
（Jagmohan Swamidas Chandrani）さんの概要
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4.江戸川インド人会（報告）

１９７８年にインドの紅茶ビジネスを行うため来日した
１９７９年に西葛西に引っ越す
同年西葛西駅が開業した
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に参加



• 大島隆『芝園団地に住んでいます──住民の半分が外国人になったとき何が起きるか』（明石書店、2019年

10月）

• 寺島実郎総監修、中庭光彦共編著、松本祐一・荻野博司著『多摩学への試み 多摩地域研究』（多摩大学

出版会、2024年4月）

• 室橋裕和『ルポ コロナ禍の移民たち』（明石書店、2021年12月）

• 室橋裕和『カレー移民の謎──日本を制覇する「インネパ」』（集英社、2024年3月）

• 山谷剛史『移民時代の異国飯』（星海社、2022年4月）

• 安田峰俊『「低度」外国人材──移民焼き畑国家、日本』KADOKAWA、2021年3月）

• 人権教育啓発推進センター『外国人住民調査報告書（訂正版）』（法務省委託調査研究事業、2017年6

月）

• 渡辺恵司（大島地区町会連合町会会長）「在留外国人との多文化交流、今出来る街づくり」（公益財団法

人さわやか福祉財団、2021年11月、https://www.sawayakazaidan.or.jp/idea/）

6.参考文献
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• 未読文献 ……

• Herausgegeben von Klaus J. BADE, Enzyklopädie Migration in Europa: vom 17. Jahrhundert bis zur Gegenwart, Wilhelm Fink 2007.（前田直子・藤井欣子・鈴木珠美訳『移民の
ヨーロッパ史──ドイツ・オーストリア・スイス』東京外国語大学出版会、2021年9月）

• Rogers BRUBAKER著（佐藤成基・高橋誠一・岩城邦義・吉田公記の編訳）『グローバル化する世界と「帰属の政治」──移民・シティズンシップ・国民国家』（明石書
店、2016年10月）

• Christiane HARZIG and Dirk HOERDER with Donna Rae GABACCIA, What is migration history?, Polity, 2009.（大井由紀訳『移民の歴史』筑摩書房、2023年12月）

• François HÉRAN, Avec l'immigration: mesurer, débattre, agir. Éditions Paris: La Découverte, 2017.（林昌宏訳『移民とともに──計測・討論・行動するための人口統計学』白水
社、2019年4月）

• Alejandro PORTES and Rubén G. RUMBAUT, Legacies：the story of the immigrant second generation, University of California Press, 2001.（村井忠政など訳『現代アメリカ移民第
二世代の研究──移民排斥と同化主義に代わる「第三の道」』世界人権問題叢書86、明石書店、2014年1月）

• Catherine Wihtol de WENDEN cartographe Madeleine Benoit-Guyod, Atlas des migrations：une équilibre mondial à inventer, Autrement 2005. Cinquième édition, 2018.（太田佐絵
子訳『地図とデータで見る移民の世界ハンドブック』原書房、2019年6月）

• ヤマグチ・アナ・エリーザ（YAMAGUCHI Ana Elisa）『変容する在日ブラジル人の家族構成と移動形態──分散型／集住型移住コミュニティの比較研究』（世織書房、
2021年11月）

• NHK取材班『データでよみとく外国人“依存”ニッポン』（光文社新書1033、光文社、2019年10月）

• 移民政策学会設立10周年記念論集刊行委員会編『移民政策のフロンティア──日本の歩みと課題を問い直す』（明石書店、2018年3月）

• 石田光規編著『郊外社会の分断と再編──つくられたまち・多摩ニュータウンのその後』（晃洋書房、2018年4月）

• 江口隆裕『移民政策と国民──アメリカ・フランスの同化主義か、シンガポールの多文化主義か』（神奈川大学出版会、2021年5月）

• 小熊英二『単一民族神話の起源──「日本人」の自画像の系譜』（新曜社、1995年7月）

• 小熊英二『「日本人」の境界──沖縄・アイヌ・台湾・朝鮮植民地支配から復帰運動まで』（新曜社、1998年7月）

• 小内透編著『在日ブラジル人の労働と生活』（「講座トランスナショナルな移動と定住──定住化する在日ブラジル人と地域社会」第1巻、御茶の水書房、2009年12
月）

• 小内透編著『在日ブラジル人の教育と保育の変容』（「講座トランスナショナルな移動と定住──定住化する在日ブラジル人と地域社会」第2巻、御茶の水書房、2009
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• 小内透編著『ブラジルにおけるデカセギの影響』（「講座トランスナショナルな移動と定住──定住化する在日ブラジル人と地域社会」第3巻、御茶の水書房、2009年
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• 大島隆『「断絶」のアメリカ、その境界線に住む──ペンシルベニア州ヨークからの報告』（朝日新聞出版、2022年10月）

6.参考文献
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• 呉永鎬・坪田光平編著『マイノリティ支援の葛藤──分断と抑圧の社会的構造を問う』（明石書店、2022年11月）
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• 関村オリエ『都市郊外のジェンダー地理学──空間の変容と住民の地域「参加」』（古今書院、2018年2月）
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：ご清聴ありがとうございました

：Thank you for your time and attention.

：obrigado pela sua atenção. ：cảm ơn các bạn đã lắng nghe

：Terima kasih atas perhatian Anda

：� ęċ � fĩæ ēfĵfhĕðffċ � fhððffċ �ff�êffč č fìģ� ðffċ

（khɔ̀ɔp khun sǎmràp kaan ráp faŋ wan níi khráp）

：感谢您的关注 ：承蒙垂聽，衷心感謝

（Gǎn-xiè nín de guān-zhù） （Chéng-méng chuí-tīng，zhōng-xīn gǎn-xiè）

：경청해주셔서감사합니다

（gyeong-cheong hae ju-syeo-seo gam-sa hab-ni-da）

：Анхаарал тавьсанд баярлалаа ：Благодарю вас за внимание

（Ankhaaral tand bayarlalaa） （Blagodaryu vas za vnimaniye）

：Дякую вам за увагу

（D'yakuyu vam za uvagu）
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